
１．研究目的

　家庭科は生活を対象とした教科である。モノ

や人との関わりについて現実にある事象を題材

としながら、社会との関連について考え、学習

者自らの生活について考える教科である。家庭

科教育に関する研究は、その多くが教科内容と

指導方法についてであり、実践との関連をはか

りながら研究がすすめられてきた。とくに教科

内容に関する研究では、家政学の研究を背景と

して生活上のモノ、人についてどのように学ぶ

のか、何のために学ぶのか、家庭科教育独自の

教育学研究がすすめられてきた。

　一方、家政学研究ではこれまで衣・食・住に

関わる様々なモノに関する研究が行われてきて

いる。

　しかし、以上の家庭科教育に関する研究にお

いても、家政学研究においても、学校生活にお

けるモノの研究はほとんど行われてきていない。

これは、学校生活で使用されているモノが日常

的な学校生活においては当たり前すぎることか

ら研究対象となりにくかったためではないかと

考えられる。また、その多くが大きな変化もな

く使用されてきていることから見過ごされたと

も考えられる。たとえば、ランドセル、上履き、

体操服、給食服などは、材質の多少の変化はあ

るものの、１０年、２０年前と大きな変化は認めら

れない。しかし、これら当たり前のように使用

されているモノは学校生活の質に影響を与え、

学校文化を形づくる重要なモノであると考えら

れるが、学校文化に関する研究においても、ほ

とんど研究対象とはみなされていない。先行研

究としては、天野らによる労作があり（天野他、

２００７）、子どもが使うモノの戦後史が明らかに

されている。ただし、取り上げたモノの数が多

く、一つ一つのモノの歴史的変遷を明らかにし

たものではないことから、個々のモノについて

より詳細な検討が待たれるところである。

　そこで、本論は、学校生活の中で当たり前に

使用され、とくに研究対象として注目を浴びる

こともなかった上履きについて、あらためてそ

の歴史的変遷をあきらかにし、その役割を明ら

かにすることを目的とする。ここで、上履きを

研究対象とした理由としては以下の３点が挙げ

られる。まず１点目として、概観した限りでは

日本全国ほとんどの学校で上履きが使用されて

いるということである。２点目は、だれもが、

毎日の学校生活で小学校から高校まで長期間に

わたって使用していることである。３点目は、

上履きをモノとしてみた場合に、この数十年の

間に、形状、性質ともにほとんど変化していな

いことである。

　このように、学校生活における日常のモノと
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しての上履きを研究対象とすることによって、

学校生活をあらたな視点から捉えることができ

るのではないかと考える。また、当たり前とし

ている日常を見つめなおすという点からも家庭

科教育に何らかの示唆を得るものと考えられる。

　本論は、以下のような構成をとった。①上履

きの歴史的変遷と使用状況を三つの側面、学校

建築の歴史から、埼玉女子師範学校の写真帖か

ら、アンケート調査からたどった。

②現在の学校教育現場で、上履きがどのように

利用されているのかを、埼玉県公立小学校校長

会による調査報告書を参考に考察した。①②よ

り学校生活における上履きの歴史的変遷とその

役割について整理した。

２．上履き使用の歴史的変遷

　本論で対象とする学校用上履き（以下上履

き）は、それだけに焦点を当てて研究をなされ

てきてはいない。つまり、上履きに関する先行

研究や資料は皆無に等しいと言える。そこで、

次の３つの側面から、上履きがどのように使用

されるようになったのかについて検討を加える

こととする。

（１） 学校建築史より明治以降の学校で上履き

が使用されていたかを明らかにする。そ

の際に、下履きを上履きに履き替える場

所である「昇降口」に注目してその歴史

をたどることとした。

（２） 実際に上履きがどのように使用されてい

たのか、大正～昭和の埼玉女子師範学校

の写真帖を手がかりとして考察した。

（３） ５０歳以上の方に、小学校～高校時代の上

履きについてアンケートを実施し、そこ

から戦後の学校教育現場で使用されてい

た上履きの形状、使用状況を明らかにし

た。

　 

（１）学校建築からみる上履きの使用について

①江戸時代

　江戸時代は、学校建築は武士階層の子どもた

ちが学ぶ藩校と、一般庶民の子どもたちが学ぶ

私塾や寺子屋が存在していた。なかでも、私塾

や寺子屋は、師匠の私宅を用いる場合が多く、

庶民の住宅とほぼ同様の和風の建築様式だった。

つまり、私塾や寺子屋の中の部屋（教場）は、

すべて畳敷きまたは板敷きの床であり、それら

の部屋はふすまや障子で仕切られ和室であった

（図１参照）。よって、建物に入るときは、教師
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図２　寺子屋平面図【略図】
（菅野誠　１９７３　P.３１より転載）

１．居室　　　２．茶室 
３．控室　　　４．食事室 
５．台所　　　６．便所 
７．物置　　　８．男子教場 
９．教師の席　10．玄関 
11．寄宿室 
12．女子教場（２階） 

図１　寺子屋の風景
（小針誠　２００７　P.１７　脇坂義堂『撫月草』より転載）



も生徒も玄関で履物を脱いで教場へ入っていた

と考えるのが自然である。その一例を平面図で

示したものが図２である。ここでは１０．玄関が

広く設けられていることからも、履物を脱いで

教場に入ったことが推測できる。

②明治時代　学制発布以降

　１８７２年（明治５年）の学制発布によって日本

では近代教育制度が発足した。これは、国家的

な意志による学校制度の始まりであり、学校建

築もこれを機に急速に発展していった。

　ただし、学制発布直後の時期には、学区ごと

に小学校を至急建設する必要に迫られ、それま

での寺子屋や寺院、民家などを借用して学校と

したものが多くみられた。そのため、建物は和

風様式で畳敷きであり、江戸時代の私塾・寺子

屋と同様、玄関で履物を脱いで中に入っていた

と考えられる。

　当時の寺院を借用してつくられた小学校の例

として長野県の旧共立学校を挙げることができ

る。旧共立学校は、栗林普賢寺という寺院を学

校にしたもので、１８７９年（明治１２年）に建設さ

れた長野県和（かのお）学校の一部となってい

る。この建物の平面図を図３に示した。

　玄関の左右両脇に「下足場」とあり、ここで

履物を脱いで置き、教室に入っていたと考えら

れる。また、和学校の校舎の玄関を撮影した写

真（図４）によると、玄関脇に下足箱と思われ

る棚があり、靴を脱ぐためのすのこ
・・・

があること

がわかる。おそらく、和学校では、寺院を学校

に転用して以降、玄関で靴を脱いでいたと思わ

れる。

　１８７３年（明治６年）には、文部省は学校建築

指導のために「文部省制定小学校建設図」を示

した。この建設図は、小学校を新しく建設する

上で参考にされたもので、具体的に６種類（一

字形・凹形・凸形・口形・工字形・十字形）の

平屋校舎の平面形、教室や生徒控所や裁縫場な

どが示されている。図５にはそのなかでも後に

代表的な学校建築となった一字形平屋校舎の平

面略図を示した。

　この図では「へ教員昇降口」が平面図真ん中

に、「ト生徒昇降口」が両脇にあり、いずれも
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図４　和学校の玄関
（菅野誠　p.１９６より転載）

図３　旧共立学校図
（菅野誠　１９７３　p.９１より転載）

図５　一字形平屋校舎の平面略図と各部屋の名称
（菅野誠　１９７３　p.９６に一部加筆して転載）



廊下に入る部分に階段を上がる形で設けられて

いる。

　このように、和風様式の学校が寺子屋・寺院

などの借用や新築によって増える一方で、当時

は洋風の学校も学校建築に取り入れられるよう

になった。すなわち、教育に熱心で経済的に富

裕な学区では、擬洋風様式という建築様式の学

校が出現した。その一例として、山梨県甲府市

の睦沢学校（１８７５年）を挙げることができる。

図７に示した平面図を見ると、生徒で入り口を

入るとすぐにたたき（土間）と思われる部分が

あり、そのすぐ横に「土足室」という場所があ

る。生徒は「生徒出入口」から入り、土足室に

下履きをおいて、教室に入っていたと考えられ

る。これは昇降口を通って下足箱に靴を置き、

校内に入るという現在の学校での様子と同様で

ある。睦沢小学校のように、外観に洋風の意匠

を凝らした学校建築であっても、玄関で履物を

脱いで入るという習慣は残されていたと言える。

　明治の新しい教育が浸透していくと、生徒数

が増加し、それまでの小規模校では収まりきら

ず増築や新築がすすめられるようになった。そ

こで、１８９１（明治２４）年には、「小学校設備準

則」が出された。この準則第５条には、「校舎

ハ生徒ノ帽、傘、雨衣、足駄等ヲ置クベキ場所

ヲ備ウルヲ要ス。」と明記されており、生徒の

足駄を置く場所つまり、現在の昇降口となるよ

うな場所が必要であると示されている。さらに、

１８９５（明治２８）年には「学校建築図説明及設計

大要」が出された。これは学校建築の指導書で

あり、学校建築の模範を示したものである。こ

れには、小・中・師範学校の実例（実際に存在

している学校の図面）や仮想設計図が示されて

いるが、これらの全ての図面に昇降口が設けら

れていること、しかも、それらの面積は、履物

を履き替えるのに充分な広さがあることから、

昇降口で履物を脱いでいたことがわかる。ただ

し、校舎内で上履きを履いていたかどうかは、

明らかではない。

③大正時代

　大正時代になり、校舎のかたちは逆Ｌ字型や

コの字など運動場を囲むような定型的なものが

建設されるようになった。また、初等教育の学

校以外にも各地に高等学校や実業専門学校が建

設されるようになり、１９２０（大正９）年には、

神戸市内に初期の鉄筋校舎が次々に建設された。

さらに、１９２３（大正１２）年に起きた関東大震災

を経て、耐震性や不燃性の必要性が認識される

ようになったことで、全国的に鉄筋コンクリー

ト造校舎が普及し始めた。図８に大正期の鉄筋

コンクリート造校舎の例（東京市番町小学校）

を示した。

　ここでも昇降口が２ヵ所設けられていること
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図７　睦沢学校　平面図（１階）
（三浦茂　２００４　P.１６３より転載）

図６　睦沢学校　外観
（三浦茂　２００４　P.１６３より転載）



が確認できる。それらのスペースは教室１つ分

よりも広く、履物を昇降口で脱いでいたことが

推察される。

④昭和時代

　昭和に入ると、昭和６年の満州事変より戦争

の影を帯びてきた。学校建築は、資金統制及び

資材統制関係の諸法令によって抑制されるよう

になり、ほとんどの学校が木造の校舎を建てる

より他なかった。

　１９４５（昭和２０）年に第二次世界大戦が終焉す

ると、「戦災学校建築物復興方針」（１９４６年）、

日本建築規格「小学校建物（木造）」（１９４７年）

や「RC造の標準設計」（１９４９年）、「日本建築規

格木造小学校建物」（１９４９年）、「鉄骨造JIS規

格」（１９４９年）が次々に制定され学校建築は復

興していった。た。さらに、１９５０（昭和２５）年

に建築基準法が制定され、防火地域内の学校は

全て鉄筋コンクリート造でなければならないと

された。そこで、モデルスクールとされたのが

東京都目黒区立宮前小学校（１９５５年）と新宿区

立西戸山小学校（１９５０年）である。図９、１０に

それぞれの略平面図を示す。

　平面図からもわかるように、この二つの学校

には共通して昇降口が設けられていることがわ

かる。大正期以降の平面図に示されている昇降

口とは『建築学用語辞典　第二版（１９９３年）』

によると、「学校の児童、生徒が校舎に出入り

し、靴と上履を履き替える場所」、また、『建築

大辞典　第二版（１９９３年）』によると、「大きな

建物などで戸外から建物へ出入りする大きな出

入り口。一般的には学校の生徒が出入りし、靴

を履き替える場所。」となっている。つまり、

鉄筋コンクリート造りの学校建築においては、

昇降口は単に靴（下足）を脱ぐ場所を示すので

はなく、靴から上履きに履き替える場所である

と示されているのである。
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図８　東京市番町小学校
（上野淳　２００８　P.１４より転載）

図９　宮前小学校　平面図
（上野淳　２００８　P.１５より）

図１０　西戸山小学校　平面図
（上野淳　２００８　P.１６より転載）



（２）埼玉県女子師範学校における上履きの使用

　上履きの歴史的変遷を検討する２点目として、

ここでは、大正から昭和初期においてどのよう

に上履きが使用されていたのかについて、埼玉

県女子師範学校を例に挙げて検討を加える。埼

玉県女子師範学校を対象としたのは、この学校

が埼玉大学教育学部の前身の一つであり、本学

部書庫に多くの資料が現在も保管されているこ

とによる。とくに、学校生活の様子を写した当

時の写真資料は上履きの使用状況をたどる上で

貴重な資料と考えられる。なお写真資料を読み

とく上では、『百年史　埼玉大学教育学部』を

参考にした。

　埼玉県女子師範学校は、男性教師の養成が

１８７３（明治６）年に始まったのち、女子の就学

率が伸び、女性教員や裁縫科教員への需要が高

まっていったことから、２８年後の１９０１（明治

３４）年に、文部大臣から「女子師範学校ヲ設置

シ同校ニ既設高等女学校ヲ併置スル件認可ス」

と正式に認可され、創立された。旧埼玉県師範

学校の校舎、鳳翔閣を使用中であった高等女学

校に併置して、女子師範学校が発足したのであ

る。

　現存する埼玉県女子師範学校の写真は、主に

大正末期～昭和初期および昭和１０年代のもので

ある。その多くは、校舎外での集合写真であり、

外履きとして何を着用していたのかがわかる。

　図１１～１３は、『昭和２年３月卒業記念帖』に

ある各学年の集合写真である。この年までの写

真帖では、すべての生徒が和装（着物姿）であ

るが、履物を見ると、黒い靴、白い靴、草履と

様々であることがわかる。また、ほぼ同時期で

ある大正１４年から昭和元年の期間に作られたと

推定される『思ひ出』という写真帖には、校内

及び寄宿舎での様子が写真におさめられていた。

　なかでも、図１４の手工室、図１５の家事室、図

１６の通学生控室の写真からは、校舎の中で草履

を履いていることがわかる。これは、同時期に

出された生徒および保護者を対象とした「生徒

保護者心得」に「履物　所定ノ上靴下靴ヲ用フ

ルコト」（百年史、埼玉大学教育学部）と記載

されていることから、校舎の外で履いていたも

のとは区別された上履きであると考えることが

できる。

　さらに、先の『思ひ出』には寄宿舎内の写真

も掲載されていた。図１７寮長室、図１８購買部の

写真からは、寄宿舎内では足袋を履いていたこ

とがわかる。つまり、校舎では上履きを、寄宿

舎では履物を脱いで足袋のままでいたというこ

とが明らかである。

　ただし、１９４４（昭和１９）年４月に出された入

寮生徒向けの規程には「黒短靴、下駄、上履

（寮舎用及学校舎用各一）」と履物の種類が指定

されていることから、この時期より後には、寮
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図１３　第三学年集合写真

図１２　第二学年集合写真②

図１１～１３　昭和２年３月卒業記念帖より

（埼玉大学教育学部蔵）

図１１　第二学年集合写真①



でも上履きを用いるようになったと思われる。

　さらに、写真資料を見ていくと、１９２７（昭和

２）年以降の生徒の服装については、和装のみ、

和装と洋装の混在期、洋装のみと移行している

ことがわかった。『昭和６年３月卒業記念』の

集合写真は、図１９および図２０に示したように、

第二学年の生徒の服装は和装と洋装が混在し、

履物も様々である一方で、第一学年の生徒の服

装は全員が洋装で履物も全員靴になっている。

このことから、１９３０（昭和５）年度入学生から

標準服が洋装になったと考えられる。

　この時期にも上履きは使用されていたが、ど

のようなものであったかは、写真資料では明ら

かではない。唯一学芸会の写真（講堂）で、戸

外ではくような運動靴を皆がはいている。これ

は、講堂の舞台上であることからすれば、戸外
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図１４　手工室

図１４～１８（埼玉大学教育学部蔵　写真帖『思ひ出』より）

図１６　通学生控室図１５　家事室

図１７　寮長室
図１８　購買部

図１９　第二学年集合写真 図２０　第一学年集合写真

図１９～２０（埼玉大学教育学部蔵　昭和６年３月卒業記念より）



の運動靴または革靴の汚れをおとしてそのまま

着用していたとも考えられ、または日常的に履

き古した運動靴を上履きとして使用していた

（埼玉県高等女学校卒業生からの聞き取りより）

とも考えられる。

　さらに、『思ひ出』には教員の履物について

も興味深い写真が掲載されていた。

　図２１の写真は、職員室の様子を写したもので、

右手前の男性教師の履物を見ると、スリッパの

ような足の甲にだけ引っかける履物を履いてい

ることがわかる。同じ写真帖にある図２２の職員

集合写真では、屋外では革靴を履いていたこと

が示されていることから、教員も校内ではスリ

ッパのような別の履物に履き替えていたことが

わかる。

（３）上履き使用に関するアンケート調査

　実際に上履きはどのようなものが使用されて

いたのだろうか。写真からは、学校の中では外

履きを脱ぎ上履きを使用していたことが明らか

になったが、上履きそのものがどのような形状、

材質のものであったのかについて、具体的な情

報を得るために５０歳以上の方々を対象にアンケ

ート調査を実施した。５０歳以上の方を対象とし

たのは、予備調査（聞き取り）の結果、４０歳代

後半の方が小学生であった１９６０年代以降は、現

在の上履きに近いものがほとんどであったこと、

１９５０年前後の時期は地域によって学校建築にも

差が見られることからである。調査方法として

は、アンケート用紙に直接記入してもらう形で

行った。調査対象は、主に埼玉大学家政専修の

学生のご家族及びその知り合いの方、埼玉県下

の小学校の先生方で、４６名の方にご回答いただ

いた。調査内容は、属性（性別、生年、地域な

ど）、上履きに関する項目から成る。特に上履

きに関する項目では、校内で履いていた上履き

の種類についてそのかたちを「バレエシューズ

タイプ」「前ゴムシューズタイプ」「サンダルタ

イプ」「その他」という４種類のうちどのタイ

プか回答していただいた。なお、これらの調査

項目は小学校時代、中学校時代、高等学校時代

それぞれの時期について回答を求めた。ここで

は回答に顕著な傾向がみられた小学校時代に使

用した上履きの種類を表１に示す。

　戦前に生まれた１２名の方は全員、校内で裸足

または足袋・草履などを履いていたことが明ら

かになり、今日の学校で使用されている上履き

を履いていなかったことがわかった。この１２名

のうち、裸足で過ごしていた人は７名（うち１

名は冬は足袋を着用）で、上履きとして草履を

使用していた人は５名という結果だった。

　また、戦後に生まれた方を１９５４年を境に二つ

に分けると、それぞれ多く使用された上履きの

かたちが、前ゴムシューズからバレエシューズ
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図２１　職員室（一部） 図２２　職員集合写真（一部）

図２１～２２（埼玉大学教育学部蔵　写真帖『思ひ出』より）



へと移行していることがわかる。上履き製造メ

ーカーの一つである株式会社ムーンスターの社

史によれば、児童用の前ゴム靴は外履き用とし

て１９２７（昭和２）年から製造が開始され、１９５８

（昭和３３）年にバレエシューズタイプの上履き

を発売したとある。また、アキレス株式会社の

社史によれば、１９５７（昭和３２）年から学童用シ

ューズ（前ゴム布靴）を試作し、１９６８（昭和

４３）年にバレエシューズの大量生産を開始した

とある。

　つまり、戦後すぐの時期は、外履き用の学童

靴として発売されていた前ゴムシューズタイプ

の履物が上履きとして流用されていた。さらに

１９６０年前後にバレーシューズが上履き用として

生産・販売されるようになり、それ以降、大量

生産されるようになって普及し、前ゴムシュー

ズに取って代わったと考えられる。

３．学校教育における上履きの役割

　学校教育現場では、上履きを単なるものとは

見ていない。むしろ、生活指導上の重要なモノ

として活用している。このことが、平成２０年２

月に発行された『平成１９年度　調査報告　教育

課程の実施に伴う学校経営上の課題　各学校で

特に効果のあった取組編』（埼玉県公立小学校

校長会、教育課程委員会発行）に顕著に示され

ていた。以下にその概要を示す。

　本報告書は、平成１８年度に埼玉県及びさいた

ま市が全県的に掲げた「教育に関する３つの達

成目標」にかかわる調査研究の報告であり、県

下の公立小学校８２０校に対して調査をおこなっ

たものである。ここでいう３つの目標とは、Ⅰ

『学力』（さいたま市では『学びの向上さいたま

プラン』）、Ⅱ『規律ある態度』（同『子ども潤

いプラン』）、Ⅲ『体力』（同『ジョイフルスポ

ーツプラン』）を指す。本調査の回答者は各学

校の校長先生である。

　回答方法は、この３つの達成目標において、

特に効果をあげたと思われる取り組みを選択し、

それについての具体例を箇条書きで記述すると

いうものである。ここでは、Ⅱ『規律ある態

度』に関する考察に『生活習慣改善の指導に関

しては、「あいさつ」「早寝早起き朝ごはん」

「時間を守る」「はきものを揃える」「清掃」へ

の取組が多かった。』という記述があることか

ら、これら５つの取り組みについて回答数を

 表２ にまとめた。
　

　ここに示したように、学校内の履物に焦点を

当てて「はきものを揃える」という生活指導を

している学校は「あいさつ」「早寝早起き朝ご

はん」の指導の次に多いということがわかった。

　つまり「はきものを揃える」ことで規律ある

態度の育成をはかっていると回答した学校は全

体の１割以上になる。これは、５つの項目中の

「時間を守る」及び「清掃」指導を挙げた学校
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表１　小学校時代に使用した上履きの種類

上履きの種類入学年生まれた年

裸足：７名（冬は足袋）
草履・縄草履：５名

１９２５～１９５２
１９１８～１９４５

１２名

前ゴムシューズ：８名
バレエシューズ：３名
その他：２名

１９５３～１９６１
１９４６～１９５４

１３名

前ゴムシューズ：３名
バレエシューズ：１５名
その他：３名

１９６２～１９６５
１９５５～１９５８

２１名

表２　規律ある態度を達成するために効果のあった
取り組み

２０６校（２５.１％）「あいさつ」

１００校（１２.２％）「早寝早起き朝ごはん」

　６２校（　７.６％）「清掃」

　６１校（　７.４％）「時間を守る」

　８５校（１０.４％）「はきものを揃える」

『平成１９年度　調査報告　教育課程の実施に伴う学校経営上

の課題　各学校で特に効果のあった取組編』（埼玉県公立小

学校校長会、教育課程委員会発行）の一部を整理し作表

（調査対象４６名）



よりも多く、はきものを揃えることが生活指導

上の重要な指導項目であると言える。また、

「はきものを揃える」と回答した学校は、ア

「生活指導改善の指導」、イ「授業規律の充実」、

ウ「「家庭への要請」のどの項目にも回答例を

挙げており、学校においては、下足箱を使用す

る場面やトイレを使う場面、授業の充実を図る

場面など学校の様々な場面においてはきものを

活用して規律ある態度の育成に取り組んでいる

こと、学校のみならず家庭とも連携して指導し

ていることを示している。

　また、はきものを揃えるという行為は、日常

の学校生活では些細なことであるが、このこと

を生活指導の中で６年間積み重ねていくことに

よって、落ち着いた生活態度を身につけさせる

ことを目指していると言えよう。学校教育現場

においては、上履きが毎日使用するモノである

ことを利用して効果的な指導を行っていると考

えられる。言い換えれば、上履きは生活指導上

重要なモノであり、生活指導の重要なツールと

して活用されているのである。

４．上履きの使用の変遷とその役割

　ここまで見てきたように、学校という建物の

中に入るとき、つまり学校建築においては、外

履を脱ぐということを学制が発布して以来１３０

年以上の間行ってきた。これは、擬洋風様式の

学校建築においても継承され、とくに大正期以

降は、昇降口で外履きを脱いで下足箱に入れ、

上履きを履くということが学校文化の中で受け

継がれてきた。これは日本家屋における二足制

という生活文化の特徴に由来し、現在でも、子

どもたちにとって日常的な習慣として身に付い

ているものである。

　このように上履きに履き替えるという行為は、

生活文化に根ざしたものであるが故に美しく揃

えるということが重視され、生活指導に活用さ

れていったと考えることができる。

　また、埼玉県女子師範学校の例からは、履物

を規定し、規則を遵守させることが生活を律す

ることにつながると考えられていたことがわか

る。おそらく、履物をそろえることとともに生

活指導上重要なツールとして上履き、外履きの

区別が利用されていたと考えられる。　

　さらに、埼玉県小学校校長会の報告書からも、

はきものを揃えるという生活指導が現在の教育

活動においても効果を挙げている実態が示され

た。

　以上のことから、上履きは、単に日本の住宅

文化に由来した学校文化におけるモノとして位

置づけられているのではなく、このような日本

独自の学校文化において生活指導上のツールと

して重要な意味を持つモノであると位置づけら

れているということができる。

　学校現場では服装の乱れが心の乱れであると

よく言われるが、上履きのかかとを踏んではい

ている児童生徒に対する生活指導はとくに重視

される傾向にある。つまり、規律正しい生活を

するためのツールとしてだけではなく、身につ

けるものとして、個々の児童生徒の状態を判断

するツールとしても利用されているのである。

このことからすれば、上履きは学校文化におい

て単なるモノ以上の、生活指導上のツールとし

て、また個々の児童生徒の状況を把握する重要

なツールとして機能していると言えるのではな

いだろうか。

　だからこそ、機能性はほとんど重視されない

ために材質や形状は変化する必要がなく、１９６０

年代以降ほぼ同様の形と素材のものが使用され

てきていると考えられる。

　また、小学校から中学、高校と成長するにつ

れ、上履きの使用状況が悪くなることが一般に

知られており、生活指導上のツールとしての機

能も低下する。さらに、昨今では上履きの白い

布地部分に思い思いのイラストを描画する高校

生も見られ、一つのブームとなっている。上履

きを使用するというあたりまえの学校生活にお

ける文化が、児童生徒にとってはどのように受

取られているのか、また本来の二足制の文化が
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どのように変質していっているのか、今後の研

究課題としたい。
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The History of the Use of Indoor Shoes in School Life

Tomomi YOSHIDA and Miho KAWAMURA

Keywords：Indoor Shoes,  School Life

　

　　The aim of this study is to explain the historical change of indoor shoes and their role in school 

life.

　　Three points were used in researching about indoor shoes, because there have been no 

previous studies. 

(1) Explaining how the use of indoor shoes was influenced by the architecture of the school 

buildings from the Meiji era to the present, paying special attention to the school entrance. 

(2) Researching the use of indoor shoes using pictures of Saitama womens’ teacher’s school.

(3) Taking a questionnaire for people above 50 about indoor shoes in their schooldays and 

explaining the role of the shoes.

　　Japanese students have been removing their shoes at the school entrance for 130 years, from 

when the educational system started to the present.

　　The custom of removing shoes at the school entrance, putting them into boxes, and changing 

into indoor shoes first appeared during the Taisho era. This custom originates from everyday life in 

Japan and was used as a teaching tool.


